
土壌体積含水率・温度測定プローブ

▼土壌侵襲性の低い静電容量型センサ

▼測定体積φ１００ｍｍ×Ｈ１５０ｍｍおよびφ８０ｍｍ×Ｈ１１０ｍｍ

▼ＲＳ４８５、ＳＤＩ-１２、アナログ電圧出力

▼樹脂製密閉ハウジングによる高い耐環境性

● �２電極（ＨＤ３９１０.１、測定体積φ１００ｍｍ×Ｈ１５０ｍｍ）または３電極（ＨＤ

３９１０.２、測定体積φ８０ｍｍ×Ｈ１１０ｍｍ）で土壌体積含水率を測定

● 土壌温度を測定

● �複数の出力オプションが可能（モデルにより）：ＲＳ４８５（デジタル、 

Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵプロトコル）、ＳＤＩ-１２（デジタル）、アナログ電圧

● 長期間の正確で安定した測定

● 保護等級ＩＰ６７

● 極めて低い土壌侵襲性

● 容易な設置

● 農業、水文学、地質学用途向け

プローブＨＤ３９１０.１（２電極）およびＨＤ３９１０.２（３電極）は、土壌体積含水

率（ＶＷＣ）を測定します。静電容量測定原理により、農業用地において迅

速かつ低い侵襲性での測定が可能です。３電極プローブＨＤ３９１０.２は

特に、小さい測定体積（鉢植え栽培など）での測定に適しています。

当プローブは工場出荷時に校正されており、エンドユーザーによる追加

校正は必要ありません。回路基板はプラスチック製のハウジングで保護

されており、エポキシ樹脂で密閉されています。これにより、厳しい環境条

件においても信頼性の高い測定が可能です。

ＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵ出力、ＳＤＩ-１２出力バージョンはセンセカ製その

他、それぞれのデジタル入力を備えたデータロガーに接続できます。アナ

ログ出力バージョンは０.５～３Ｖ、０～２.５Ｖ、０～５Ｖまたは０～１０Ｖの電圧

出力を二つ備えています（体積含水率および温度）。

■テクニカルデータ

体積含水率

　測定原理 静電容量

　測定範囲 ０～６０％ＶＷＣ

　分解能 ０.１％ＶＷＣ

　精度（２３℃にて）
±３％、０～５０％ＶＷＣにて
（標準ミネラル土壌、ＥＣ＜５ｍＳ/ｃｍ）

　測定体積
φ１００ｍｍ×Ｈ１５０ｍｍ（ＨＤ３９１０.１）
φ８０ｍｍ×Ｈ１１０ｍｍ（ＨＤ３９１０.２）

　センサ動作温度 -４０～＋６０℃

温度

　センサ ＮＴＣ１０ｋΩ（２５℃にて）

　測定範囲 -４０～＋６０℃

　分解能 ０.１℃

　精度 ±０.５℃

　長期安定性 ０.１℃/年

一般仕様

　供給電源

ＤＣ３.６～３０Ｖ（ＨＤ３９１０.ｘＡ２.ｘ）
ＤＣ５～３０Ｖ（ＨＤ３９１０.ｘ.ｘおよびＨＤ３９１０.ｘＡ.ｘ）
ＤＣ６～３０Ｖ（ＨＤ３９１０.ｘＳ.ｘ）
ＤＣ７～３０Ｖ（ＨＤ３９１０.ｘＡ５.ｘ）
ＤＣ１２～３０Ｖ（ＨＤ３９１０.ｘＡ１０.ｘ）

　消費電流

ＨＤ３９１０.ｘ.ｘ：平均２ｍＡ、ピーク１５ｍＡ（ＤＣ１２Ｖにて）
ＨＤ３９１０.ｘＡ.ｘ：平均２.５ｍＡ、ピーク１５ｍＡ（ＤＣ１２Ｖにて）
ＨＤ３９１０.ｘＳ.ｘ：�スタンバイ時３００μＡ（ＤＣ１２Ｖにて） 

測定時＜１５ｍＡ（ＤＣ１２Ｖにて）

　出力

● ＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵプロトコル（ＨＤ３９１０.ｘ.ｘ）
● ＳＤＩ-１２（ＨＤ３９１０.ｘＳ.ｘ）
● �０.５～３Ｖ/０～２.５Ｖ/０～５Ｖ/０～１０Ｖアナログ電圧 

（モデルによる）

　材質
柄：ポリプロピレン
電極：金属銅（ガラスエポキシ基板上）、厚さ２ｍｍ

　接続 裸線端定置ケーブル、標準長さ５ｍまたは１０ｍ

　保護等級 ＩＰ６７

　重量 約１５０ｇ（５ｍケーブルを含む）

ＶＷＣ＝
Ｖｗ

Ｖ

ケーブル長：
５ ＝５ｍ
１０ ＝１０ｍ

プローブタイプ：
１＝２電極（測定体積φ１００×Ｈ１５０ｍｍ）
２＝３電極（測定体積φ８０×Ｈ１１０ｍｍ）

出力タイプ：
記号なし ＝ＲＳ４８５
Ｓ ＝ＳＤＩ-１２出力
Ａ ＝アナログ電圧出力

アナログ出力レンジ：
記号なし ＝０.５～３Ｖ
２ ＝０～２.５Ｖ
５ ＝０～５Ｖ
１０ ＝０～１０Ｖ

ＨＤ３９１０. .

■ご注文コード

■外形寸法

湿潤な土壌は、固体部（ミネラル）、液体部（通常は水）、気体部（空気、水蒸気）から成り

ます。体積含水率（ＶＷＣ）は、土壌中の特定の一部分における、水の体積（Ｖｗ）と総体積

（Ｖ）の比率として定義されます：

ＶＷＣはまた、総体積に対する水の体積のパーセンテージ（％ＶＷＣ）として表すこともで

きます。体積含水率は、水文学において土壌の水理特性の研究に使用されるパラメー

タで、農業では、穀物の灌漑の必要性を判断する際に用いられます。

■体積含水率

土壌ＶＷＣ・温度　２電極 HD3910.1
土壌ＶＷＣ・温度　３電極 HD3910.2
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